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居宅介護支援事業所 管理責任者 様

地域包括支援センター 管理責任者 様

その他事業所     管理責任者 様

久万町高原町地域包括支援センター

久万高原町長 河野 忠康

（公 印 省 略）

令和７年度 介護支援専門員等スキルアップ研修の開催について

時下、ますますご健勝のことと存じます。

さて、当センターでは、標記研修を別添要綱のとおり開催することとなりました。

つきましては、ご多忙中誠に恐縮ですが、関係職員の受講について格別のご高配を賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。

                   【申込み・問合せ先】

久万高原町保健福祉課

地域包括支援センター 佐々木・平野

住所 〒791-1201

    上浮穴郡久万高原町久万 212 番地

TEL 0892-50-0230

FAX 0892-21-2862

E-Mail:sasaki-masashi@kumakogen.jp



 
 

「相談援助職の記録の書き方」 

～ＳＯＡＰを学ぶ～ 
 

１ 目 的 

   対人援助にかかわる仕事において「記録」は、クライエントの具体的な訴えや変化、援助の進捗

状況等を記したものであり、援助者にとって今後の援助方針を導き出すための重要な材料となり、

よりよい援助の提供に向けて活用されます。また、スーパービジョンのための素材、第三者への事

例の明示、機関・施設の円滑な運営、教育・研究のための資料としても活用されるものでもありま

す。 

記録をもとに説明責任を果たすためには、記録内に専門職としての判断根拠であるアセスメント

の明記が不可欠です。アセスメントは専門職としての支援の根拠であり、専門職としての視点が反

映されるプロセスとも言えます。クライエントの言動や表情、着衣やにおいなどを五感を使い観察

し、併せて取り巻く環境や、多職種から得た情報を踏まえてかかわりを深めていきます。 

今回の研修では、現場で発生する数多くの情報をわかりやすい４つの分類（「Subject（主観的情

報）」、「Object（客観的情報）」、「Assessment（評価）」、「Plan（計画）」）でカテゴライズする方

法をもとに、多職種間で情報共有していくうえで、クライエントの問題にフォーカスした支援者の

力を身につけることを目的として、SOAP 記録を活用した研修会を開催します。 

 

２ 主  催  久万高原町地域包括支援センター 

 

３ 対 象 者  (１)町内の介護支援専門員・相談援助職者及び保健医療機関従事者 

        (２)現在介護支援専門員として実務に携わっている方 

        (３)地域包括支援センターの職員 

        (４)えひめＫＵＭＡの会の会員 

        (５)地域包括ケアシステムや多職種連携に興味のある方 

 

４ 受講定員  ３０名(先着順) 

 

５ 開催日時及び内容 

日  時 内  容 講 師 名 

 

令和７年 

７月２９日(火)         

     

 

令和７年 

７月３０日(水) 
 

13:00～13:30 受付 

福島県立医科大学 

放射線医学県民 

健康管理センター 

特任准教授 

 八木 亜紀子 氏 

 

(詳細は裏面参照) 

13:30～17:30 
講義 

「相談援助職に求められる記録」 

9:00～12:00 

講義・演習Ⅰ 

「記録に必要とされる要素」 

「実践で活用できる記録の 

フォーマットと表現」 

12:00～13:00 昼食・休憩 

13:00～16:00 
演習Ⅱ 

「記録の実際」 

 

６ 会 場  久万高原町役場 2 階「大会議室」 久万高原町久万２１２番地 

         

令和７年度 

介護支援専門員等スキルアップ研修 開催要項 



７ 参 加 費  ￥５，０００円 

        ※対象者のうち(1)及び(4)で参加する方は無料 

 

８ 昼  食  各自でご準備ください。 

 

９ 参加費の振込み 

   参加費の振込みについては、受講決定案内時に納付通知書を同封いたしますので金融機関でお振 

込みください。 

 

10  申込方法  別紙｢参加申込書｣に必要事項を記入のうえ、事務局まで郵送又は FAX にて 

お申し込みください。 

 

11 申込締切  令和７年７月４日（金）必着 

 （受講申込者多数の場合は、お断りさせていただく場合があります。） 

 

12 駐 車 場  役場駐車場か産業文化会館の駐車場をご利用ください。  

 

 

13 そ の 他  主任介護支援専門員更新研修の受講要件（３）②に該当する研修です。 

不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

 

14 申し込み・連絡先 

〒791-1201 上浮穴郡久万高原町久万２１２ 

        久万高原町地域包括支援センター（担当／佐々木、平野） 

        TEL 0892-50-0230  FAX 0892-21-2862 

E-Mail:sasaki-masashi@kumakogen.jp 

 

 

【講師紹介】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

八木 亜紀子 氏 
福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター 特任准教授 

プリンシプルコンサルティング株式会社 プリンシプル職場の心理学研究所 所長 

アアリイ株式会社 代表取締役 
【取得資格】 

米国カリフォルニア州臨床ソーシャルワーカー・精神保健福祉士・公認心理師・ 

国際 EAP(Employee Assistance Program)協会認定 EA プロフェッショナル 

【専門】 

臨床ソーシャルワーク、EAP、専門家倫理 

ウィスコンシン大学大学院マジソン校(University of Wisconsin‐Madison)ソーシャルワーク修士課程修了 

同志社大学大学院アメリカ研究科博士課程単位取得満期退学 

米国サンフランシスコの Richmond Area Multi-Services Inc.にて日英両語で個人、家族、グループ療法を提

供し、日系コミュニティへのアウトリーチに従事。またニューヨークの Aon Consulting Inc.でリーダーシッ

プ養成トレーニング、コーチングを日英両語で行った。 

帰国後、(株)イープで従業員支援に携わるとともに、EAP 専門家養成講座を企画運営し、スーパービジョンを

提供。筑波大学、東京学芸大学で教職員のワーク･ライフ･バランス支援、女性研究者支援に従事。また社会福

祉法人 JHC 板橋会ワーキング･トライで障害者の就労支援に携わった。 

現在は、福島県における被災者支援と相談援助職に向けた記録の研修、組織のメンタルヘルスやハラスメント

に関する研修やコンサルティング等に携わる。 

【主な著書】 

『テキストマイニングによるソーシャルワーク記録の考察』中央法規出版、2024 年 

『精神障害・発達障害のある人が活躍する職場のつくりかた』中央法規出版、2021 年 

『相談援助職の｢伝わる記録｣現場で使える実践事例 74』中央法規出版、2019 年 

『事例で理解する相談援助のキーワードー』中央法規出版、2019 年 

『相談援助の記録の書き方』中央法規出版、2012 年            


